1856年パナマ・スイカ事件と「ラテンアメリカ」地域概念の誕生 : マクギネス『帝国の経路』(Aims McGuinness, Path of Empire : Panama and the California Gold Rush, Cornell University Press, 2008)を通して by 佐藤 勘治
On April 15, 1856, in Panama City, a conflict occured between some 
residents of the city and foreign passengers of the Panama Railroad, most 
of whom were from the United States. A gun battle started and at least 
seventeen people lay dead. Two were from Panama and most of the others 
were U.S. citizens. The event is called the “Watermelon Incident” after the 
first trouble between a drunken passenger and a Panamanian vender who 
sold him a slice of watermelon, which resulted in the above tragedy and 
U.S. intervention. This essay introduces “the Watermelon Incident”, based 
on the description of Path of Empire by McGuinness. The book describes 
the making of empire in Panama during the gold rush which was integral to 
and coincident with the Anglo-American conquest of California, and argues 
that the U.S. intervention in Panama during the 1850s contributed to a new 
concept of Latin America.
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Panama, Duke University Press, 2003, pp.16-17.
４　日本語文献では、寿里順平『中米＝干渉と分断の軌跡』東洋書店1991年、53-54頁が言及
している。
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Vol.70. No.1, 1990がある。
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10　この証言は、Gaceta del Estado, 26 abril, 1856からマクギネスが引用しているものであ
る。ウエッブ上でスペイン語原文を確認することができる。原文は次のとおり。“Cuidado, 
que aquí no estamos en los Estados Unidos: págame mi real i estamos al corriente…”
　　http://portal.critica.com.pa/archivo/041999/opi2.html（2017年１月４日閲覧）

























































































ト、1994年、222-239頁がある。Mary Seacole, Wonderful adventures of Mrs. Seacole 
in many lands, （1857）, Penguin Books, 2005, のほか、Theodore T. Johnson, Sights in 





1849年 50年 51年 52年 53年 54年 55年 56年
ニカラグア経由 ．．．．． ．．．．． 1,930 10,563 9,687 13,063 11,232 4,523
パナマ経由 6,489 13,809 15,464 24,231 17,014 18,445 15,412 18,098
サウス・パス経由 23,000 44,000 1,100 50,000 20,000 12,000 1,500 8,000
出所：McGuinness, Path of empire, p.7, Table １をもとに、ニカラグア経由を付け加えて作成した。
John Haskell Kembel, The Panama route, 1848-1869, University of South Carolina Press, 
1990, p.254, およびJohn D. Unruh, Jr., The Plain across: the overland emigrants and trans-
Mississipi West, 1840-60, University of Illinois Press, 1993, pp.119-120.
表：ニューヨーク発カリフォルニア行き乗船者数とサウス・パス経由者数


































































































































































でおこなって以来、イギリスの保護領protectorate化が進んでいた。Craig L. Dosier, 
Nicaragua’s Mosquito shore: the years of British and American presence, 
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genesis of the idea of Latin America,” in Ortega y Medina, Juan A. ed. Conciencia y 
autoridad histórica, UNAM, 1968. 名称の成立を巡る議論については、中川文雄「ラテ
ンアメリカ地域の特徴」国本伊代・中川文雄（編著）『ラテンアメリカ研究への招待（改
訂新版）』新評論2005年、25-28頁が紹介している。
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誌El Neogranadinoに発表された「アメリカの問題とその重要性La cuestión 
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アンスは、用語が登場した時代から反転している印象がある。地域名称として
定着したことが前提となって、「ラテン」という言葉からは「ラテン系民族」
ではなく、こんどは「ラテンアメリカ」の現在の住民がまず思い浮かぶように
なっている。白人、先住民、アフリカ系およびそれらが様々に混じり合う人々
である。アジア系の要素も想起されるかもしれない。米国では「ラティノ」と
いう用語がそのような意味合いをもって使われ始めているようにも思える。言
葉そのものが、本来の意味を離れて一人歩きすることは、よく見られることで
ある。
ラテンアメリカという考えは、ミグノロが指摘するように時代遅れになった
のだろうか。そうだとしたら、それに代わる考えはどのようなものだろうか。
付記：この小論は、獨協大学国際教養学部の佐藤担当講義「ラテンアメリカ近
現代史」において、ここ数年論じてきた「1856年パナマ・スイカ事件」
に関する講義内容をもとに執筆したものである。
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